
1 
 

 
◇本号は「2022年キルギス共和国日本語弁論大会入賞者スピーチ紹介」特別号です。 
◇2020 年と 2021 年の「キルギス共和国日本語弁論大会（国内大会）」は、新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため止むを得ずオンラインによる開催となりましたが、今年はキルギス国立総合大学本館講堂を
会場に、日本語学習者が集い日本語によるスピーチを披露しました。入賞者６名のスピーチをご紹介します。
スピーチテキストの後にはそれぞれ審査委員の方々からの応援コメントを添えました。また、中央アジア日
本語弁論大会キルギス代表学生を引率したママーシェワ会員と出場者の報告記事も掲載しています。 
◇入賞者スピーチは、各教育機関教員の皆さんにも、日本語を学んでいる人たちにも、ぜひ読んでいただき
たいと思います。これから弁論大会出場を目指している人にとっては、テーマの選び方、テキストの構成、
主張の展開の仕方など、入賞者のスピーチを読めば参考になるヒントがたくさん発見できるはずです。 
（※ 作文や読解の教材として使用される場合は、必ず出典を明らかにした上でご利用ください。） 
◇スピーチ原稿の公開を承諾してくださった皆さん、中央アジア大会出場の報告文を寄稿してくださった
キルギス代表の皆さん、ありがとうございました。今後も大きな目標に向かって挑戦し続けてください。 
�

【2022 年 キルギス国内日本語弁論大会 入賞者（６名）】 

順位 氏   名* スピーチタイトル 所 属 教 育 機 関 

１ ・ ・ � � 国⽴教育⼤学�

２ 
・ ・�
� ・ � 国⽴教育⼤学�

３ ・ � 失敗 次 挑戦 � 国⽴⼤学�

４ ・ � 初�恋� 中央 ⼤学�

５ ・ � 私 ⽇本語 縁 � 共和国⽇本�
⼈材開発 �

６ ・ � ⼈⽣ ⼀ � 国⽴総合⼤学�

【注*】氏名のカタカナ表記は出場申込書に基づきます。 
�

【第 25回 中央アジア日本語弁論大会 キルギス共和国代表（４名）】 
Ø ・ ・ � Ø ・  

Ø ・ ・ � Ø ・ **�

【注**】国内大会４位のダスタンさんが都合により参加できなかったため５位のリナットさんが繰り上がりました。 
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   2022 年キルギス共和国日本語弁論大会スピーチ 

     １位   ジュマリ・クズ・エリナ 
   「ミグラント」 

 
外国 働 ⾏ ⼈ 「 」
⾔ 。今 。普
通 意味 「移⺠」 、「出稼 労働者」
⽅ 。�

私 ⾼校 卒業 。⼤学
進学 ⾦ 。私 両親
。私 8歳 時 ⺟ 病気 亡 。⽗
２年後、事故 亡 。私
⼤学 ⼊ 、私 ⺟ 死

時 ⾃分 ⾃分 責任 持
。 、外国

働 ⾃分 ⼊学費⽤ 稼 。
1 年間働 ⼤学 2 年分 授業料 稼

。私 今 国⽴教育⼤学 ⽇本語 勉
強 。�

３年⽣ 前、去年 夏休 、授業料 稼
縫製⼯場 。仕

事 朝 7時 始 、夜中近 続 。⼯
場 ⼈ 「 」 ⼤勢働
。私 少 歳 若 ⼈ 50歳過 ⼈ 、

50 ⼈ 。部屋 ３
15 ⼈ 住 。仕事 時間

12時間以上 。 、 疲 。�

、給料⽇
連絡 来 。「今⽉ 仕送
？」 電話 。仕送 親

残 ⼦供 使 。兄弟 親戚 結
婚式 費⽤ 。 、 給料
決 ⾼ 。多 2万 5千
300 。�

⼤学 卒業 語 上⼿
給料 働 、多

語 話 。�

、私 必 ⼤学 ⼊ 決 。⼤学
卒業 ⼈ ⼈ 差 ⼤
。 語

話 、知識 幅 、 ⾊々
困 様⼦ ⾃分 ⽬ ⾒ 。�

⾼校 出 外国 働 思 ⼈
⾔ 。⾼校 卒業 ⼤学
⼊ ⾃分 好 分野 知識 ⾝
。 勉強 。 ４年間

授業料 ⽀払 ⼤変 。 、⾃分 明 将
来 ⻭ ⾷ 。
⽗親 ⺟親 ⾔ 。⼦供 将来 考

、⾼校 卒業 ⼦
思 働 、仕送 ⾦ 結婚式

無駄遣 。�

私 、外国 働 ⾏ 絶対 良 思
。 、 ⽬的

思 。外国 ⾏ 働 思
前 、 勉強 続 働
、 外国 働 、
⾦ 稼 何 、将来 夢

、考 。�

私 ⾃分 将来 働
。働 ⾦ ⼤学 学 ⾃分 夢
使 。 、毎⽇ 充実 。 
 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

【審査委員から】 

 論旨が明確で実体験にもとづく、人々に訴えかけるスピーチでした。 
 感動しました。強い心を持つあなたを尊敬します。 
 辛い思いをしながらも前向きな発表でした。発表も素晴らしかったです。�
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   2022 年キルギス共和国日本語弁論大会スピーチ 

    ２位 アブドゥモムン・クズ・アイダナ 
       「キルギス・ランチタイム」 

 
「 」

⾔ 。 語 「 昼 」 意味 。
皆 昼休 何時 何時 。12 時

1時 。 12時半 1時半
？実 、 昼休 何時 何

時 、 。�

私 ⾼校 卒業 ⽇本 私費留学 予定
。⽗ ⼿伝 、留学⼿続 必要
書類 準備 時 。学校 在籍証明
書 村⻑ 必要 役場 ⾏
。時刻 11 時過 。秘書 ⼈ 「村⻑ 出

、 終 帰
」 ⾔ 。⽗ 、「 、何時
？」 、秘書 ⼈ 質問

答 ⾏ 。�

私 ⽗ 「案内板 『 12時 1時
』 書 1時 帰 決

。 聞 ？」 聞
。 ⽗ 、「確 、昼休 1 時

書 、必 1時 戻 限
」 ⾔ 。�

私 廊下 椅⼦ 座 村⻑ 待 。1
時半 過 村⻑ 帰 。2時半 帰

秘書 ⼈ 廊下 待 私 ⾒
「村⻑ 来 。知 合 葬式
⾏ 」 ⾔ 。３時間
待 私 腹 ⽴ 、⽗ 仕⽅
顔 。 ⽇ 諦 家 帰
、次 ⽇ 朝早 役場 ⾏ 、

待 、 在籍証明書
。�

在籍証明書 他 健康診断書 必要 。証明書
病院 ⾏ 、 混

昼休 時間 順番 来 。看護師
「 昼休 外 待 」

⾔ 、追 出 。病院 案内板
昼休 時間 書 、実際
経 昼休 終 。

結局、必要 書類 締 切
、私 留学 。�

守 ⽗ 聞
、 昔 時間 決

。 好
慣 、時間 守 ⼈

⾔ 。私 、 「
・ 」 思
。待 嫌 、⾃分 ⼈ 待

思 。�

私 ⾃分 始 。友達 親戚 ⼈
「⾃分勝⼿ 」 、機会

話 。⼀⼈ ⾃分 時間
相⼿ 時間 ⼤切 、
「 ・ 」 、案内板 書

通 「普通 」 信
。 

【審査委員から】 

 発音がすばらしい。 
 日本語能力の高さがわかる。 
 日本人の私にも、アイダナさんのお話には共感できることが多かったです。 
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   2022 年キルギス共和国日本語弁論大会スピーチ 

    ３位 バザルクーロフ・デニス 
      「失敗から次の挑戦へ」 

 
今 ⼀度 失敗 ⼈

思 。 点 取
、朝寝坊 遅刻 、⼩ 失

敗 毎⽇ 。 準備
、

、⼤事 ⾯接試験 遅刻
、今度 気 思 、反省

深刻 考 多
、 同 失敗 繰 返 。 、⾃
分⾃⾝、⻑ 間 真剣 準備 失
敗 終 時 、⽬ 前 。
精神的 落 込 、何 。�

1年⽣ 終 、⽇本 ⽂部科学省 留学試験
受 。⽇本語 他 英語 数学 復習 必
要 、初 、 準備

。⾃分 期
待 、不合格 結果

。 、 問題 出
⼤体 来年 ⽬指 勉強 続
思 。毎⽇受験勉強
「 必

合格 ！」 、⾃分 ⾃分
。�

結果、２回⽬ 挑戦 失敗 終 。
努⼒ ⾜ 、 問題 読
違 、 、⾊々考
合格 。
、1年間 無駄 残念 悔
気持 。⽬標 達成

現実 私 ⽴ 直
。家族 友⼈ 「 頑張

」 励 、 鬱陶
、友達 付 合 。�

私 、勉強 意欲 、何 挑戦
気持 。 、⽇本語
授業 真⾯⽬ 出席 。勉強

忘 思 。 、留学
試験 失敗 ⾃分 ⽬標 気
分 沈 。授業 集中
、先⽣ 相談 。 、今 聞
同 慰 ⾔葉 ⾔ 思

、先⽣ 「 部屋 中
？」 質問 。私 、部屋 中
名前 答 。「他 ？」 先⽣
聞 。私 次々答

。 先⽣ 質問 、 ⾔
。�

「 部屋 中
、世界中 数
。 、⼈々
作 。途中 作

。何度 試⾏錯誤
思 。多 失敗
⽣ 出 思 。」�

先⽣ ⾔葉 聞 、考 。 、⼈間
失敗 次 挑戦 、 失敗 挑戦
続 、失敗 結果
、 思 。私 、

楽 ⽬標 向 気
。�

【審査委員から】 

 日本語が上達されましたね。これからもたくさん挑戦してください。 
 感情のこもった良い発表でした。エピソードもわかりやすく、心に響きました。 
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   2022 年キルギス共和国日本語弁論大会スピーチ 

    ４位  アスカルベコヴ・ダスタン 
    「初 恋」 

 
私 ⼈ 出会 、幸 思 出 作
気持 分 合 経験 。

今⽇ 僕 経験 話 思 。�

僕 ⼈ 出会
。PUBG

誘 、彼⼥ 参加
。彼⼥ 声 ⼩ 不器⽤ ⼥ ⼦ 。毎⽇、

遊 仲良 。
⾔ 、僕 彼⼥ ⾔動 性格
好 、同 学校 通 、
会 。僕 彼⼥ 最初 、緊張
過 ⼀⾔ 。 少 話
始 互 好 気持 確

、付 合 。 僕 初恋
。�

彼⼥ 過 時間 、学校⽣活 ⼀番幸
思 出 。⼈⽣ 、 ⾊ 。 物 ⾊

。
、 、 ⾒

、
思 恋 。�

皆 気持
。 、 幸 毎⽇ 、 ⽇
喧嘩 悲惨 ⽇々 始 。僕
彼⼥ 仲直 考 、 結果、⾃分 変

考 。彼⼥ 毎⽇ 楽
、僕 、⾃分 思 考 押 殺 、

受 ⾝ 姿勢 取 彼⼥ 合 。彼⼥
避 考 。�

僕 、⾃分 変 ⾏ 気 。
、⾃分 考 ⽅ ⾃信 、相⼿ 合

� ⾃尊⼼ 。�

⽇、⼤学紹介 担当 、⼤学
⼈ 話 、⾃分 ⾔
正 、⾃信 、

説明 。�

僕 笑顔 消 、明 、 ⼈
間 思 。 彼⼥
話 、
。彼⼥ 付 合 ⻑ 互 本当
性格 価値観 、知 。 、 互
、性格 価値観 相違 受 ⽌

気 。�

僕 初恋 、 感 終 。 初恋
学 、⾃分 意⾒ 持 。⼈

違 価値観 考 ⽅ 尊重 。
。⼈⽣ 好 ⼈

素晴 。�

⼤事 。
、物事 受 ⽌ 幸

⼀ ⼤切 思 。
頑張 ⾃分 取 戻
新 経験 増 、 成⻑
思 。�

【審査委員から】 

 発音、表現の多彩さがすばらしい。 
 誰にでも経験のあるわかりやすいテーマで非常に面白かった。 
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2022 年キルギス共和国日本語弁論大会スピーチ 

     ５位 イストミン・リナット 
「私と日本語の縁のこと」 

 
尊敬 先⽣⽅、皆 、 。私 名前

、出⾝地
。勉強 中国 北京 、約７年間⽣活
。�

北京 ⽣活 、勉強以外 、⾊々 活動
参加 、 、司会者
、 出演 、 楽
。今 、 、北京師範⼤学

博⼠課程 受 。 同時 ，博⼠論⽂
書 。�

今⽇ 「私 ⽇本語 縁
」 。皆 、今⽇ 、 願
。�

⽇本語 勉強 、１年半 、
私 ⽇本語 上⼿ 。皆

。 上⼿ 、私 、⽇
本語 夢 翼 存在 ！私 ⼀⽣ 通 、
⽇本語 ⽇本 素晴 伝統 現代 ⽂化 興味
持 。�

⼦供 時 ⾊々
⾒ 、
遊 、宇多⽥ 歌 聞 、⽇本
恋 。⼦供 時 今 芸術作
品 触発 、毎⽇楽 。 、⽇
本 美 ⾵景 豊 ⽂化 ⼤好 、
⾃分 ⽬ ⾒ 思 、 東京 秋葉
原 ⾮常 ⾏ ！�

幸 、１０歳 時、
先輩 、初 ⽇本語 ⽂字 教

、 時 私 ⽇本語 開 。
、 ⽇本⼈

造 美 作品 触
。� �

⼦供 語 ⽇本 話 読
。 、⼩学校 ⾼校 ⽇本語 勉強

正規 授業 、⽇本語 勉強
。⼤変残念 。�

⽇本語 勉強 、⽇本 ⾏ 機会
、⽇本⼈ 、⽇本

理解 、⽇本 歌 歌
、私 好 宇多⽥ 歌 分 、⽇本
⽂化 ⽂学 知 、

。 、「⽇本語 私 夢 翼
存在 」 ⾔ 。�

昨年 ９⽉ 、私 ⽇本 ⽇本語 勉強
、毎⽇⽇本語 勉強 、私

幸 。�

⽇本 良 先⽣ ⾯⽩ 、
私 ⽇本語 段々上⼿ 。⽇本

、私 少年時代 夢 近
。�

将来、私 ⽇本 ⾏ ！⽇本⼈ 友達
協⼒ 、両国 友情 貢献 ！⽇本語 翼 夢
向 ⾶ ！�

尊敬 先⽣⽅、 ！
皆 、 清聴 ！�

【審査委員から】 
 日本語、日本文化への愛着が感じられる。心のこもったスピーチで情熱を感じた。非常に 
はつらつとした話し方でした。 

 表現力、発音が素晴らしかったです。これからも色々なテーマに挑戦してください。�
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2022 年キルギス共和国日本語弁論大会スピーチ 

６位 カナットベコワ・レイラ 
  「人生は一つしかない」 

 
、 ⾃分 幸 思

。 ⼈⽣ 幸 思
。私 幸 ⼈間 ！今⽇ 幸 。私
前 2本 ⾜ ⽴ 、2本 ⼿ 使 ⽇本

語 書 、話 、 会場
⾒ 、応援 声 聞
。 私 幸 ⾔ 。今 幸

感 理由 話 。�

去年、私 ⽇系学校
。私 学校 教師 ⼿伝

。学校 様々 年齢 ⼦供
、私 注意 引 興味深 ⼀⼈ ⼦供
。他 ⼦供 違 、特別 ⼦供 。�

私 ⼦供 絵 描 、 、簡
単 ⽇本語 教 。彼 限 ⾏動
関 、反応 早 、他 ⼦供 優
。彼 活発 他 ⼦供 ⼀緒 楽
、彼 対 他 ⼦供 態度 私 悲
。⼦供 彼 ⼀緒 遊

、 。私 ⼦供 、他 ⼦供
⼀緒 遊 、 同 思
強 気 。私 ⼦供 気
、他 ⼦供 同 話 。
⼦ 、絵 描
、 動 少 ⼦

供 説明 。私 説明 ⼦供
承知 、少 、親切

、⼀緒 楽 始 。 ⼦供 私
同 。�

存 思 、体 不⾃由
才能 、私 感動 ⼈ 世界中
。 、物理学 賞 受賞
・ 。 賞 受賞

有名 ⽬ ⾒ ⾳楽家 ・ 。�

⼈ 体 不⾃由 、
平等 世界中 ⼈ ⾒ 。何

、体 不⾃由 限
思 。�

体 不⾃由 ⼈ ⽣活 、
⾒ 驚 。 、⽇本 駅 体
不⾃由 ⼈ 施設 。電⾞ ⽌
、駅員 ⾞椅⼦⽤ ⽤意 、 ⼈
降 ⼿伝 。�

、私 国 障 ⽣活 難
。外 障 者 特別 施設
、⼀⼈ 出 、動 ⼤変 。�

私 障 持 ⼈ 幸 ⽣活
⾊々 頑張 思 。例 、⽇本

乗 降 使 設備
作 。 、⼦供 体 不⾃由
⼈ 理解 応援 育 思

。�

障 ⾃分 社会 同
気持 持 ⽣ 、 、私
同 考 。

頑張 。�

�

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊�
 

【審査委員から】 
 発音の練習に力を入れるべき。 
 内容の趣旨が明確である。 
 テーマについて良く調べられていると感じた。�
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第 25回中央アジア日本語弁論大会（5月 21日）報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆「第 25 回中央 ⽇本語弁論⼤会」 、

⽇本語教師会 主催 2022年 5⽉21⽇
記念 国⽴⼤学 会場 開催
。�

◆ 審査委員 務 国
⽴総合⼤学 ・ 先⽣、質問員
⽇本 坂下太⼀先⽣（国際交流基⾦⽇本語
専⾨家）、引率教師 出場者 同⾏ 筆者

。 、応援者 国⽴教育⼤学講師
２名 ⼤会 参加 。�
◆ 、 、 、

、 5共和国 代表 合
17名 。�

◆ 代表 4 ⼈ 発表 思
。 ・ 出場者 中 １番最

初 発表 、緊張 表情 豊 、
後 質問 答 。
・ ・ ・ ・ 、表
情 発表内容 、⽇本語 答

。 ・
関 、発⾳ 多 ⼈ ⾔
。 国内⼤会 時 ⽅

良 思 。 、⽇本語 良 質問
答 。�
◆ 代表 4⼈ 全員 ⼊賞 。

内容 質疑応答 、
素晴 、感動 。�

◆ 代表 、 ⽇本語
先⽣ 指導 受 、
思 。�

◆ 代表２名 出場 、
発表 質疑応答 。 ⽇本⼈

先⽣ ⼼強 。�
◆ 、 ２名 発表
。⺠族⾐装 着 素晴 発表
、質問 答 悪 。�

�
◆弁論⼤会 後、駐 ⽇本国特命全権⼤使
主催 歓迎交流会 ⾏ 。交流会 ⼤使

、各国 ⽇本語教師 弁論⼤会参加者
皆 楽 交流 。�
◆中央 ⽇本語弁論⼤会翌⽇ 、⽇本語教育

⾏ 。 弁論⼤会実施
反省会 、 ⾏

、我々 ⼀⾏ 、帰 ⾶⾏機 時間 迫
残念 参加
。�

◆ 6位⼊賞 果 。何 、賞
関係 、国際⼤会 堂々 発表 、⽇本語 学
仲間 交流 出場者全員

⽇本語 学 続 上 ⼤ 励
違 。�

ママーシェワ・ジィデグーリ 
（オシュ国立教育大学）� 

審査結果 
1 位� ・ （ 国⽴外国語⼤学）「⼀番悪 ⼈」�
2位� ・ （ 記念 国⽴⼤学）「夢 実現 ？ ？」�
3位� ・ （ 国⽴外国語⼤学）「 私 ⽣ 道」�
4位� ・ （ 国⽴東洋学⼤学）「今 聞 多 質問」�
5位� ・ （ ⽇本 ）「私 ⼀部」�
6位� ・ ・ （ 国⽴教育⼤学）「 」 
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Жумали кызы Элина （ ・ ・ ／ 国⽴教育⼤学）�
Ошский Государственный Педогогический Университет 

Здравствуйте, я Жумали кызы Элина из Кыргызстана. 21-мая 2022-
года приняла участие в 25-конкурсе ораторского искусства на 
японском языке среди стран Центральной Азии, как Казахстан, 
Узбекистан, Таджикистан, Туркменистан, а также Кыргызстан, где 
из 17-ти участников получила призовое 6-место. Сам конкурс 
проходил в Казахстане, в городе Алматы. Это был мой первый опыт 
в участии именно такого конкурса, как конкурс ораторского 
искусства на японском языке среди стран Центральной Азии. До 
этого я приняла участие в конкурсе среди университетов в 
Кыргызстане, где получила призовое 1-место. Благодаря конкурсу, я 
получила большой опыт. Во-первых, я смогла запомнить очень 
много японских слов, которые и в дальнейшем мне пригодятся для 
общения с японцами. Во-вторых, я поняла, что должна приложить 

еще больше усилий в изучении японского языка. Потому что по сравнению с другими 
участниками, мой японский язык был еще недостаточно хорошим. 

На второй день после конкурса все участники и болельщики отправились на экскурсию по 
городу Алматы, чтобы ознакомиться с местными достопримечательностями. Я была в Алматы 
в первый раз и город показался мне очень красивым, а люди очень приветливыми. Так же я 
подружилась с другими участниками из других стран и у нас была возможность поговорить на 
японском языке. Я была приятно удивлена добротой и простотой других участников.  

Хочу выразить огромную благодарность организаторам, за их приложенное усилие к 
конкурсу. И особенно хочу выразить огромную благодарность моему наставнику, учителю по 
японскому языку Мамашевой Жийдегуль. Благодаря ей, мне посчастливилось принять участие 
в этом конкурсе. 
 

 
 
Абдымомун кызы Айдана （ ・ ・ ／ 国⽴教育⼤学）�
Ошский Государственный Педагогический Университет 

Здравствуйте, меня зовут Абдымомун кызы Айдана. 
На данный момент учусь на третьем курсе в Ошском 
Государственном Педагогическом Университете.  
21-мая 2022 года приняла участие в 25-конкурсе 
ораторского искусства на японском языке среди стран 
Центральной Азии, который прошел в городе 
Алматы. К сожалению, я не смогла занять призовое 
место, но очень рада, что мне представилась возможность поучаствовать в таком большом 
конкурсе. Участники из Узбекистана выступили на высоком уровне и было видно, что их 
уровень японского языка очень хороший.  У меня появилось ещё больше желания учить 
японский, чтобы разговаривать свободно. После окончания мероприятия все участники были 
приглашены на банкет. Там мы все смогли спокойно поговорить друг с другом, и это было 
очень увлекательно.  

Пользуясь моментом, хочу поблагодарить организаторов за их большой труд. Благодаря 
конкурсу, я смогла расширить свой словарный запас, получила незаменимый опыт, который 
поможет мне в дальнейшем в изучении японского языка. 
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Истомин Ринат （ ・ ／ 共和国⽇本⼈材開発 ）�
Кыргызско-Японский центр человеческого развития 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16 апреля 2022 года я занял 5-е место в Конкурсе ораторского искусства на японском языке в 
Кыргызстане, и 21 мая 2022 года я в составе делегации КР принял участие в Конкурсе 
ораторского искусства на японском языке среди студентов из стран Центральной Азии. В своей 
конкурсной речи я рассказал о себе, а также поделился с преподавателями и студентами 
мыслями о своей любви к японскому языку и заинтересованности в японской культуре, 
попутно рассказав о некоторых эпизодах из своей жизни, связанных с японским языком, и 
планах на будущее. 

Мне хотелось бы отметить замечательную атмосферу и организацию поездки в Алмату на 
центральноазиатский этап конкурса ораторского искусства, также хотелось бы выразить 
отдельную благодарность организаторам за эту замечательную поездку и поддержку во время 
участия в конкурсе. Это дало мне шанс ещё глубже погрузиться в атмосферу изучения 
японского языка и культуры на международном уровне, принять участие в увлекательном 
состязании и получить бесценный опыт. Для меня было огромной честью представлять родной 
Кыргызстан на сцене конкурса. 
 

 
 
バザルクーロフ・デニス（ビシケク国立大学） Базаркулов Дэнис／Бишкекский государственный университет 

私 初 、 国旗 ⾊ 同 ⻘ 広 空 迎
。 代表 ⼀緒 、 楽 「外国旅⾏」

。 、街 散策 ⾷事 、 仲間 過 。 時間 ⼀
瞬⼀瞬 、全部私 ⼈⽣ 中 忘 ⼤切 記念 。�
弁論⼤会当⽇ 、 緊張 。 会場 先⽣ 姿 ⾒
時、緊張 弁論⼤会 楽 気持 。
⼀ ⼀ 、 ⾃分 出場者 気持 感

聴 。各国代表 、 思 、
、 ⾯⽩ 内容 。�

今回 経験 活 、 挑戦 思 。�
�
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�
【記載記事における表記について：編集部より】 

地名や個人名のカタカナ表記は、「ビシケク国立大学」など、固有名詞として正式な日本語名称が決まっている場合をのぞき、

原則として、執筆者による表記とします。そのため、掲載記事の中で「ビシケク」と「ビシュケク」、「オシ」と「オシュ」など、記事に

よっては異なる表記となることがあります。�
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳しくはプログラムが出来上がり次第、教師会H P などでお知らせします 
 
 
 
 
 
 
 

 

キルギス共和国日本外交関係樹立 30周年記念 
「2022 日本学・日本語教育国際研究大会」 

開催のお知らせ 
 

とき：8月 20日（土） 
テーマ：日本語教育（言語教育）と国際関係 

基調講演１：宇山 智彦 氏 
（北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター教授） 

基調講演２：アクマタリエワ ジャクシルク 氏 
（新潟大学／日本学術振興会特別研究員） 
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キルギス共和国日本語教師会会報 （2022 年 7月 31日発行） 
日本語弁論大会特集 特別号 

編集：キルギス共和国日本語教師会広報委員会《会報編集部》 

キルギス共和国日本語教師会事務局 E-mail: kajlt.jimukyoku@gmail.com 
賛助会事務局 E-mail: kyoshikai.sanjokai.jimukyoku@gmail.com 
会報バックナンバー https://www.evernote.com/pub/tm0y/kyrgyz_vestnik 
KAJLT HP  http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com 
ウィキペディア https://ja.wikipedia.org/wiki/キルギス共和国日本語教師会 
Facebook  https://www.facebook.com/JLteachers.association.KR?ref=aymt_homepage_panel 
http://jlkyoushikai-kyrgyz.jimdo.com/紀要-キルギス日本語教育研究/バックナンバー/ 
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